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循環刑社会におけるバイオマス利活用の研究
ー食品廃棄物と家庭生ごみ利活用推進序説一

野李仁
上

科

健文信
治 （社会炭境学科）

忠 （社会環境学科）

春 （社会環塙学科）

S t u d y  o n  Pract ica l  a n d  Act ive  Use  o f  B I O M A S S  I n  Recycl ing Oriented Society 
 A n  Introduct ion to  Pract ical  a n d  Act ive  Use  o f  Commerc i a l  a n d  K i t chen  F o o d  W a s t e  

Kenji  NOGAMI (Department of Social and Environmental Studies) 
Wenzhong Lr (Department of Social and Environmental Studies) 
Nobuharu NISHINA (Department of Social and Environmental Studies) 

Abstract 

BIOMASS has been long utilized since human being began to live an agricultural and stock 
farming life on the earth. However, in the 20"'century, it would seem that the people forgot to utilize 
BIOMASS practically and actively in most industrially developed countries. Facing with serious envi 
ronmental problems, the active and practical use of BIOMSS has recently been revitalized. Here, we 
discuss the followings, i.e., (1) the Structure of Sustainable Development Society and the new Eco 
nomic Theory that supports the sustainable development, (2) the Survey of revised "BIOMASS JAPAN, 
General Strategy" that has been published by the government of JAPAN, this March, 2006, (3; the 
Analysis of the Status Quo and the Questions to be solved Concerning the Practical and Active Use of 
BIOMASS in Japan, (4) the Study and Suggestions of Active and Practical Use of Kitchen Garbage, 
and so on. 

Keywords: biomass, environmental  economic policy, recycling oriented society, 
sustainable development society, kitchen food waste 

1. は じ め に

円生可能な資源である バ イオマスの利活用の歴史は，
人類が農耕牧畜生活を始めた時代にまでさかのぼるこ
とができる しかしながら， 18世斧じの産業革命 を契

平成18年 5 月31日受付

機として工業化の波が押し寄せ，20世紀の工業化社
会における大量生ji['・大量消晋・大贔廃棄の時代のな
かで，工業先進日においては， バ イオマスは一 時，忘
れよられたかのようにあまり,f!J活用されていなかった
といえふそして，経済発展によって，人々は，快適
かつ便利な牛活を手に入れることかできた。しかしそ
の反面，繁栄の代価，影の部分として今日，地球温暖
化をはじめとして，深刻な様々な環境問題が発生して
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いるのである。

1990年代から21世紀初頭にかけて，環境を保全し

つつ，持続可能な発展が期待される社会のあり方につ

いて種々の議論がなされている。第2章で詳述するが，

アメリカの環境経済学者ハー マン・デー リー は持続可

能な経済発展の条件として3点を挙げている。そこか

ら導かれるいわゆる「循環型杜会」のイメ ー シを考え

てみると，自然界における生態系の循環のアナロジ一

として，人間がリサイクルをしようとした場合，自然

が行っているようにスム ーズにエントロビー を宇宙空

間に放出することができるだろうか。「工場」で何か

の製品を作って，それをリサイクルしようと考えると

する。すなわち，工場で作った製品を環境にごみとし

て括てるのではなく，1月収して「逆工場」に連び，原

材料に戻して，また「工場」に持ってくるというサイ

クルをあらわす。ここで問匙になるのは「逆上場」で

必要なエネルキー をとこから手に入れるのかというこ

とである。自然の真似をするのであれば，太問光を工

ネルギー源としなければならないし，そこから出てく

る廃熱は宇宙空間に捨てなければならない。今までは

必要なエネルキー を恰噂所で梵生させていた。発電の

」力である火力発電は，いわゆる化石燃料を燃やして

COや SO, やNO, などを出している。これらの物質

を再び還元することを考えると，そのためにまた電力

が必要になってくるというわけである。それをどこか

ら持ってくるのか。そうするとまた詞し発電）叶が必要

になってくる。それがまた排気ガスを出す・・・・・

といった話が続くことになるのである

ところで，バイオマスとは，仕事・エネルギー を取

り出すことがてきる賽源，あるいは，使用可能なエネ

ルギー （使用価値ポテンシアル）を再生産することの

可能な資源であるといえる。そうすると，自然の生態

系というものは，「使用価値ポテンシアルを毅け返し

生産するもの」と解釈することができる。これに対し

て化石エネルキー （化行燃料）iま使用可能ではあるが，

再生産はできない。このことが問題であったのであり，

近年になって，ハイオマス資源の利活用の拡大が強調

される所以てある。

次章において，まず，循環型社会における環境経済

政策論についての試論を述べよう。すなわち，持続可

能な発展の仕組みについて，それを支える経済学の理

論面から考察した後，循環型社会に移行しつつあると

いわれている我が国の現在の循環型社会（前期循環型

社会）の現状およびその限界について検討し，究極の

持続可能な循環型社会（後期循環型社会）のあり方に

ついて考察する。

第3章においては，まず我が国における，政府のバ

イオマス利活用のマスタ ー プランともいうべき，

2002年12月に閣議決定された「バイオマス日本総合

戦略」の概要及び2006年3月に一 部見直したポイン

トを紹介する し さらに，後期術環型礼会において中粒

をなすと考えられるバイオマス資源，特に，本研究の

課題でもある食品廃棄物と家庭生ごみの利活用の推進

に焦点を当てて，我が国におけるその取り組みの現状

および課題等について検討し，学術的な視点から新た

な循環型朴会ンステムモデルを考え，それをどのよう

に推進すべきかについて提言する。

第4章においては，環境配應に関する態度と行動と

の関わりについて概説した上で，地域におけるバイオ

マスの利活用の具1本的取り約みの事例として，家庭か

ら排出される生ごみの再資源化（堆肥化）についての

活動を取り上げる。本活動は，本学ネ十会環境学部の仁

科研究室に活動推進の事務局を設置し，行政との緊密

な連携のもとに，有志仕民との研究会からスタ ー トし

た。家庭生ごみを址肥に再資源化することで，地産地

消を基本にした地域循環社会システムのあり方を考え

るとともに将来への展望についてふれるものであるこ

2. 循環型社会における環境経済政策論

ー後期循環型社会への道一

2. 1 持続可能な発展の仕組み

環境問題に取り組んでいる経済理論の1つに「生命

系の経済学」があるが，その王張するところは，環培

破壊を「外部不経済」とする市場経済の論理の枠内で

は打開策が見つかりにくい，つまり，環境問顔に対し

て市場メカニズムは本質的な限界があるとして，地絨

社会と環境の独自性やエコロジーの諸条件を前提に，

開題の克服に向けて，生命系の活動も対象として組み

込んだ新たな経済理論を構想している（玉野井，1990)。

卦巾場経済的理論である生命系の経済労からすれば，

市場経済的埋論は，1人類史の一 時期，ー地域に出現

した工業社会の仕組みを扱う特殊な論理に過ぎない」

ことになる，そして「自然の循環と有機的に結ばれた

人間の生活を全面的にとらえるような新しい経済思想

の模索に向かわねばならぬJと強調しているか，その

経済思想は決して「農業と工業の分離」ではなく，あ

くまでも「農業に晶促をおいた低エントロピー経済」
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ということである。さらに，生命系の経済年は，次の

ように「ペティ＝クラ ー クの法則」を史っ向から否定

している。すなわち，「ペティ＝クラ ー クの法則」と

は，経済発展に伴って， ●-国の所得，冒用か，栴1次

肝業から第2次産業へ，第2次産党から第3次産叢へ

と比屯を移していく経済現象をさすが，生命系の経済

学によれは，「1次充業心次韮業→3次庁業という

移行は，杜会にとって必然でもなければ，発展でもな

い」ということである （ そのようなI生命系の経済

学」が確立されるとすれば，自然の生産と物質のサイ

クルに仏拠した4命系の生廂システムに基づく糾しい

経済体制（すなわち，究極の持続可能な舒済札会）へ

と，社会を誘導していくことかできよう 0 そうした大

きな社会変革に豪るまでには，柑当の試論の積み重ね

と長期にわたる状況の変化が必要と思われるが，その

段隋的なプロセスとして，当皿，実現nf能な多椋な紆

計手段を個別的であれ積極的に採川することが望まし

い。そして，その立場からの扱多い提案がつぎつぎと

登場している。

今日までの議論の過程をサ ー ベイしてみると，

1960年代から70年代にかけて， ロ ー マクラプか 「成

長の限界J説を打ち出した。同じころ「ゼロ成旦」を

唱える経済学者や扇境保護論者も輩出しているへ当時

は，高度紆済成長を謳歌していた日本において顕在化

した産喫公害問題か人きな社会間題化していたときて

もあり，「くたはれ GNP ! 」などという記事も人々的

に新間を賑わせていた それらは，経済成長と環培保

仝を相矛盾した対立慨念ととらえたところから出てく

る上張で，そのために経済予や社会管0)主流の苔えと

は柘容れることなく平行線を辿ってきたのである C

ところが，1980年代に入って「将来見込まれる経

済的・ネ1公的便益の可能性を損なうこどなく，現在享

受でぎる腎済的・ネ1会的便益を最適化するような経済

発展の形態」と定義される "SustainableDevelopment" 

（特読可能な兌展）の概念が登場することになる。

この「持紬可能な発展」の概念は，1987年にノル

ゥ:L-て開かれたブルントラント委員会（日本の捉唱

て1984年に設立された賢人公譲「環境と開発に閃す

る世界委員会(WCED)」）で提唱され，1992年のブ

ラシル・リオデジャネイロで刷かれた地:f;jミ環境虜梵会

議（地球サミソト）で世界的に認知された。

こうして最近は，紆済のなかに環培を配慮する動き

がげ上してきているか，それは結局，南北間や世代間

の利害調整や資氾配分のルー ルとしての倫坪システム

の必要性を應味しているのである し•

ところで， Sustainable Development を実現するため

の条件をあらためて考えてみよう （，アメリカの環境舒

済学者ハーマン・デー リー は，持続可能な経済袷展の

条件として，次の3,点をあけているこ，すなわち，

再生可能な音源〖バイオマス）は，円生される音

源量の範囲内で消費する。

再生不lij能な資源は，再生可能な代替資源を作り

出し，その生産星の範団内て消費する c

排出物の投窟は，自然の復元力の範凹内にととめ

る。
要するに，次の2点に集約でぎる。

11) 自然がもっている再11能力（訂生韮）を維持し，

将来にわたって利用てさる環培壺源を残しておく

こと。

(21 環境汚染物の浄化や廃運物処理のために環境を利

用する院，環境かもつ日然の浄化能力や処狸能力

（すなわち環境の受容能力）を将来とも誰持して

おくこと。

20世紀のL菜化礼会では，まさ［こ， 1言己の条件が

守られなかったために今日のような深刻な地球環境問

氾を引呂起してしまったのである 従来の資源配分の

方去では，自然の再生能力と浄化能力の二つの条件を

満たすことは不叩脂であったD. ピアスもIその時々

において社公的純便益を最大にするよう環境を利用し

ていくと，環塙はとんとん劣化していとついには持

読可能な環境利用が不JJf能1こなる」(D. I:::: アス他／

和田憲昌成，1991)と指摘している。この指摘は，

いままで常識とされてきた経済訂価の方式を適用し紬

けていくと，いすれ経済茄展が不11ft)苔になることもあ

るという警店でもある。したがって，少なくとも環境

に配慮した経済埋論ど仕糾みを採用することが不可避

であると息われる"

2. 2 循環型社会の構築に向けて

2. 2. 1 我が国における循環型社会構築のための

法的整備

日本では1991年にハフルか崩壊し，その後の20世

記最後の10年間は紆済が低述し，「失われた10年」と

いわれている。我が口の90年代の「失われた10年1

の小況は，100年にサ斐といわれるこの革命的な時代

の阜叶臭間の変化に対して， 日本の政治や経済社会なと

の従来の仕組みか十分に機能し得なくなっていること

に大きな原因があるといわれている。
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しかしながら，環境の観点から見れば，この失われ

た10年間を合む近年において，環境・リサイクルに

関する多くの間坦が我々の共通の関心事として汗苔彫

りになり，そのための対策が着実に進められてきた。

この間に，環培・リサイクルに関する法骸備が行われ，

21罷紀の循環四lj社会へ向けての準備がなされたとい

える。

代表的なものを上げれは，

い 「リサイクル払J 1991年4月公布，同年10月施

行

\2) 「環培墾本よJ 1993年11月公布・施行

3 「容器包装リサイクル法I 1995年6月公布，

1997年4月 部実施，2000什4月全血施行

｛い「家電リサイクル怯I 1998年6月公布，2001年

4月施行，

等てある。

まだ，2000年にはリサイクル関連法案が通常田会

で可決されにその結呆，

(sJ I循環豆礼食形成推進某本法」2000年6月公

布・施1f

(6〕 「建設リサイクル，去」2000年6月公布，2002印

5月完全加行

(7) 「食品リサイクル法」2000年6月公紅，2001年

5月施行，

： I白動叩リサイクル法」2002年7月公布，2005

年1月施行

等であるし

このように，1990年代から2000年代の初めにかけ

て，我が国では持続可能な循環型礼会の構簗にむけて

の枠組み竹りが繋伽され，払刷度は一 ／心整ったといえ

る。

我が国のリサイクル関係の法休系は1993年に制定

された「環塩基本法」を頂点にして，その下に循環型

社会の凸本的枠組みとして「偽環刑社会彫成推進見本

法」があり，この陥本法の下に，廃史物の適止処岬の

ための「廃棄物処理仏と，リサイクル1位進のための

「資源有効利用促進法（改止リサイクル法）］が，車

の両輪のように存在する形となっている。そのドに，

「グリー ン購入法」と個別物品のリサイクル法として，

上に述べた恥去（容諾包装，家電，建設，食品，自動

車）が存在している。

我が田では，［循環型社公形成推辿基本怯」を含む

リサイクル関連6法か成立した訊000年を，『循環塑社

公元年』と粒置付げている。そこでは，いわゆる「3

R 」(RcdL1cc : 削減， R euse : 再使用， R ecycle : 再資

源化）の実行が謳われ，推進された。
一 方，ゼロエ ミッションの考え方の下で，リサイク

ルを一 層推進していくために，1997年から経席省下

導による， エ コタウンプロジェクトが始まり，仝国20

地域が指定されて青韮脈砧業の育成強化を中心とする，

音源循環型産党クラスタ ー の形成が行政主導で枡進さ

れている

上のような意味ては， 日本はすでに循環見社会の間

代に人ったといえよう。

2. 2. 2 現行の循環型社会の限界と問題点

しかしながら，他ガで，現行のリサイクルの方式で

は，動脈産業，静脈齊梁ともにエ ネルキー源の大半は

依然として円生不能な化石燃料であり，地球環境間題，

特に地詠渇玩化の歯l卜めがかからないと指摘されてい

る（武田，2000), すなわち，現行のリサイクルは，

物質中心であり， エ ネルギー はそのリサイクルの輪に

人っていないのである。

現11り）｛盾環吼社会のままで行けは，主要な .J  ネル

ギー源は，依然として再生不能な化石燃料クが中心であ

り，人気中の温暖化ガスの濃度はますます高くなる 一

)jである 0 しだが9って，今棋紀末には，巽常気象笥に

より，人類の生存の危機さえ危ぶまれるとのIPCCの

研究者の警告かある。

では，間題のエ ネルキー を循環の輪に人れるという

ことは，どういうことかこ』それはとりもなおさず，現

在，エ ネルギー源の太宗を占める化石燃料に代えて，

再生可能エ ネルギー諒を中心に利用することである0

再生可能エ ネルギー としては 自然エ ネルギー （太陽

光，風）］，水力，海洋，地熟笠）やバイオマスエ ネル

ギーがあるか，自然エ ネルギー だけでは，出カパワー

は限界かあり，やはり，長期的｛こは，広くバイオマス

の積極的な利活用が必要であろう。再生可能エ ネル

ギーが人間ネ1公のエ ネルギー源の太宗を占めるように

なったとき，初めて人姐1ま，持続11J能な社会を実蜆す

ることかできるのである。

2. 2. 3 経済社会システムのシフト

ーエ巣化社会→前期循閉判礼会→後期術閑刑社会

以上のような考えを路まえて，次のような循虞刑杜

会の変遷シナリオを再度描いてみよう なお，詳細に

ついては，拙著（野上，2001)の中で心へているの

でそれを参照していただくことにして，ここでは，紙
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